







The Feynman Lectures on Physics Vol. II






















GLObal Coordination of Atmospheric Electricity Measurements
• 大気電場観測のグローバルなネットワーク
は存在しなかった。
• 2016年2月から、UK Natural 
Environmental Research Council のグラン
トで、枠組みが構築されつつある
• 極域からはHalley基地が参加。
Halley station
データフォーマット
取得中のもの（サンプリングレート２Hz、１日１ファイル）
例：syo_aef_ch2-12312017.efm
2017年12月31日
時分秒,出力値[kV/m], エラーフラグ
01:51:44,+0.43,0
01:51:45,+0.43,0
01:51:45,+0.42,0
…
GLOCAEM1-second interval datafile
bristol-science-pg_bristol-science_20161001_1minute.csv
年月時分秒,出力値[V/m], 
2016,6,27,23,59,58,98.5
2016,6,27,23,59,59,99.1
2016,6,27,24,0,0,98.5
5-minute データフォーマット
年月時分秒,
大気電場 [V/m]
電流量 [pA/m2]
電気伝導度（positive/negative）[fS/m]
気圧 [hPa]
気温 [degC]
相対湿度 [%]
風向 [degrees]
風速 [m/s]
降水量 [mm]
全天日射量 [W/m2]
直達日射量 [W/m2]
視程 [m]
日射時間 [minute]
雲底高度 [m]
2016,6,27,0,10,0,47.5,,,,1008.2,14.7,98.0,228,2.1,0.0,0.6,0.3,,0.0,162
2016,6,27,0,15,0,34.9,,,,1008.2,14.8,97.9,226,1.9,0.0,0.6,0.3,,0.0,156
日射計（昭和基地）
データ交換が実現すると
グローバルサーキット
•雷活動、降水のデータを組み合わせることによって、グ
ローバルサーキットの面的な解析が可能になる。
•温暖化に代表される長期変動による影響もターゲットに
津波、火山、原発事故などのhazardに対応する変化
•一点の観測値では正常/異常を判断できない
•事象発生後の複数点のデータを迅速に比較できる
極域での観測のメリット
•オーロラ活動に伴う高エネルギー粒子降下の影響
•雷活動が活発な領域から離れているのでグローバルな変動
を見出しやすい
ROIS-DS-JOINT 2018／一般共同研究
「全地球電気回路研究のための
地上大気電場観測データのデータベース化と
データ解析システムの開発」
• 南極・昭和基地，アイスランド，小笠原・父島における大気電
場観測データのフォーマットをGloCAEMに合わせて変換する
• 過去データのみならず新規データについても準リアルタイムで
自動変換、自動転送がなされるようにプログラムを用意する。
このプログラムは公開とし、他機関に利用を促しGloCAEM参
加の敷居をより下げるようにする。
• 昭和基地、アイスランドについては、現地のスタッフの協力を
得ながらインターネットで、準リアルタイムフォーマット自動
変換・データプログラムを稼働させる。
• 父島については、インターネット回線が細いため現地に出向き
プログラムを稼働させる。（本年9月にネット回線の改善のた
め父島に出張した）

